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51教室における大腸非上皮性膝壕症例の検討
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1970-･1989年(7)20年間に当教室で手術を施行した大

腸非日立性腫壕の症例は8例で,同期間におl･ナる大腸癌

手術例66!1例に比べ1.2%~(I)割介であった.

大腸非 卜皮性鷹揚は稀な疾患であるが,第11回大腸癌

うf-)悪性腫壕は249例で,人腺癌 19850例に比べ1.3,%

の割合で.悪性 りンべ膝が巌も多く,次いで平滑筋肉腫,

悪性黒色腫の順であー)た.

我々が経験した8症例の内訳は,脂肪腫2例,悪性り

ソバ腫3例,平滑筋肉腫2例,悪性紫色腫1例であり,
年令は,34才かLL-,70才までで,平均51.8才,性別は,

男性3例､女惟5例であった.悪性リンべ膝,平滑筋肉

節,治療等をこついて若干の文献的考察を加えて報告する.

第52回新潟 消化器 病 研究会

日 時 平成2年7月7[](卜)

午後1時30分よi)

会 場 新潟東映ホテル
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1)最近経験した早期食道癌の 2例
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症例1は60才男性.1989年12月25日胃清壕の吐血

にて入院.1990年1月9日内視鏡検査にて上門歯列よ

り33cm の下部食道にわずかに発赤した隆起性病変認

め,同部生検にて中分化型南平上皮癌と診断.2月20日

胸部食道全摘術施行し14×12nlnlの nbで上皮内癌で

あった.

症例2は62才男性.1990年3月6日頃より心落部不

快感あり.内視鏡検査にて一七門歯列より 30cm の距離

で縦走する平坦な発赤病変認む.ルゴール染色にて不敬

滞となり,同部生検にて中分化型扇平上皮癌と診断され

4月25日胸部食道全摘術施行. rl側より,21×6mm の

Tlb,6x4mm の IIc,3×2mm の ITb.2×2mln(T)

Ⅱbのいずれも上皮内癌を認めた.

両症例とも術後経過は良好にて観察中である.
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癌 上肢内進展部の増殖活性の検討
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食道癌上皮内進展部 (ie)の増穂活性を BI･dLJを用

いて検討した.対象は食道進行癌12例の ie部である.

上皮全体の BrdU 標識率 (LI)は HA (高異型度ト

PT)し低分化度)23.7PJb',HA-WD (高分化度)20_0%,
LA (低異型度トPI)16.7%,LA-WD ll.0%の順に

と考えられた.すべての領域で LIは基底部一中間部

一表層部の順で低下した.高分化度の領域では特に表層

部の LIが低値を示した.これは著明な層状分化のた


